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②

開所記念祝賀会の最中に迷い込ん
だイカ躍り星人
（臨床福祉専門学校の実習生、小
川さんと清水さんです）



＜開所記念祝賀会で熱唱するクラブ員の皆さん＞

③

　最近、当直者の間で奇妙な噂が流れている。
「当施設には、中庭をはさんだ正面玄関と食堂のサン・ルームとに、それぞれ一体ずつの剥製がおかれてい
るのだが、その内の一体、サン・ルームに置いてあるイノシシの剥製が、動いている」と、言うのだ。
実際に動いている姿を見た職員はいないのだが、当直者が仮眠をとり朝の巡回をすると、サン・ルームの隅
に居たはずのイノシシが正面玄関に居ると云うのだ。
怖がって当直したがらない寮母さんも出始めたため、越前施設長は事実の調査に乗り出した。
　早速その夜から、事務所の男性職員による張り込みが開始されたが、数日が経っても、真偽のほどは確認
されなかった為、結局「誰かのイタズラ」と、調査は打ち切られた。

　しかし、半信半疑な職員がまだ多く、施設長は悪戯の犯人を見つけようと、午後９時の消灯と共にサン・
ルームで張り込みを始めた。そして、草木も眠る丑三つ時のことである。
ウトウトしていた施設長の前を、黒い影が横切った。
「おや…？ま、まさか…！！」見るとイノシシの剥製が無い。
慌てて施設長は、その黒い影を追い駆けた。
追いついた施設長は我が目を疑った。
何と、黒い影の正体は、サン・ルームにいたはずのイノシシだったのです。
イノシシは、正面玄関に置かれているキジと、楽しそうに遊んでいるではありませんか！
「そういえば・・・。」
（「むかしむかし、仲良しのキジとイノシシがいて、何時もキジがイノシシの背中に乗って遊んでいたが、
ある日の事、事情を知らない猟師がそのイノシシを撃ってしまった。その後、猟師は自らの行ないを恥じ、
イノシシを剥製にして森に戻したが、二度とキジは現れなかった。」）と、云う、民話（？）を思い出して
いた。

「それじゃ、君達があのお話のキジとイノシシなのかいー？」
施設長の問いに、二匹は大きく頷いた。
「う～ん…。」
しばらく思案に暮れていた施設長であったが、正に、猪突猛進のイノシシの想いに心打たれ、その日から、
二匹並べて置くことにしたのである。

　それからは、イノシシは深々と頭を下げ、キジは羽をたたみ、
ご来訪の皆様を、お出迎えするようになりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーおわりー

　このお話は、99.99%のフィクションと0.01%の真実で構成されています。
お取り扱いにはくれぐれもご注意を、お願い致します。

　ご寄贈頂きましたレーザーカラオケを駆使し、毎月
第一・第三水曜日に男性５名・女性７名の１２名で、
歌っています。
　所内の各種行事に出演し、利用者の皆さんに大変喜
ばれています。
　特に開所記念祝賀会は最大のイベントで、祝賀会近
日には、練習にもいっそう熱がこもっているようです。
　１０種類のクラブの中でも、人気の高いクラブです。

注



引用文献／　平中忠信氏著「函館における慈善事業の考察」80頁～81頁引用

参考文献／　函館日日新聞　大正13年8月3日付
　　　　　　北海タイムス　大正13年7月29日付
　　　　　「北日本汽船株式會社二十五年史」北日本汽船株式會社発行　昭和14年6月20日発行

函館日日新聞・大正13年８月３日付（市立函館図書館所蔵）
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　　北海タイムス　大正13年7月29日付
　　市立函館図書館所蔵

　　北海タイムス　大正13年7月29日付
　　市立函館図書館所蔵

　　北日本株式会社二十五年史・241頁
　　北海道立文書館所蔵

　　北日本株式会社二十五年史・245頁

　
大
正
時
代
、

函
館
無
料
宿
泊
所

の
運
営
は
､
幾
多
の
苦
労
と
困
難

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　　
社
会
福
祉
史
研
究
家
・
平
中
忠

信
氏
著
「

函
館
に
お
け
る
慈
善
事

業
」

中
の
「

四
・
函
館
無
料
宿
泊

所
」

に
よ
る
と
、
「
（

前
略
）

大

正
二
年
、

本
道
の
冷
害
凶
作
が
激

し
く
、

多
数
の
窮
民
が
函
館
に

続
々
と
集
ま
っ

て
き
た
。

こ
の
た

め
無
料
宿
泊
所
は
、

約
四
十
人
の

入
所
能
力
し
か
な
い
所
に
二
倍
半

の
百
名
を
超
え
る
浮
浪
者
や
貧
困

者
が
着
の
身
着
の
ま
ま
の
姿
で
訪

れ
て
き
た
。

仲
山
與
七
の
妻
仲
山

幸
は
、

毎
朝
午
前
三
時
に
起
床
し

麦
入
り
ご
飯
を
鰊
釜
に
ふ
た
つ
炊

き
、

働
け
る
人
に
は
弁
当
を
持
た

せ
、

本
州
へ
帰
る
人
に
は
窮
民
救

護
会
の
協
力
を
え
て
連
絡
線
に
乗

せ
る
努
力
を
し
た
。

働
い
た
人
か

ら
は
、

食
事
代
程
度
は
払
っ

て
も

ら
っ

た
が
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ

た
。

　
し
か
し
、

こ
の
大
正
二
年
の
秋

に
パ
ラ
チ
フ
ス
が
発
生
し
て
、

仲

山
の
妻
や
子
供
十
一
人
の
ほ
か
入

所
者
も
四
十
余
名
も
罹
患
し
、

長

男
が
死
亡
す
る
ま
で
に
深
刻
化
し

た
。

病
気
を
持
っ

て
き
た
土
工
夫

か
ら
伝
染
し
た
の
で
あ
る
。

近
所

の
住
民
か
ら
も
批
難
が
あ
り
、

設

備
の
整
っ

た
施
設
を
建
て
る
の
が

急
務
と
仲
山
は
考
え
て
奔
走
し
た

が
、

東
端
に
あ
る
区
有
地
の
学
校

が
ま
ま
な
ら
ず
、

大
正
三
年
春
新

川
町
二
七
三
番
地
の
五
四
坪
の
土

地
に
私
費
七
百
余
円
を
投
じ
て
移

転
新
設
し
た
。
（

中
略
）

　
大
正
十
三
年
七
月
に
札
幌
の
北

海
道
庁
で
開
催
さ
れ
た
全
道
職
業

紹
介
所
長
会
議
に
出
席
し
た
帰
り

仲
山
は
か
ね
て
計
画
し
て
い
た
樺

太
に
渡
っ

て
、

運
営
費
の
募
金
行

脚
に
出
か
け
た
。

そ
の
帰
途
の
七

月
二
七
日
樺
太
の
大
泊
か
ら
乗
船

し
た
大
禮
丸
が
、

小
樽
へ
向
か
う

途
中
時
化
の
海
で
神
邦
丸
と
衝
突

し
、

西
能
登
呂
灯
台
沖
で
船
は
沈

没
し
、

全
員
救
助
で
き
ず
に
百
六

十
余
名
死
亡
と
い
う
遭
難
に
あ
っ

た
。

　
仲
山
與
七
享
年
六
五
歳
で

あ
っ

た
。

　　
こ
の
大
正
十
三
年
二
月
に
、

仲

山
は
社
会
事
業
功
労
者
と
し
て
内

務
大
臣
か
ら
表
彰
と
銀
盃
を
受
け

た
ば
か
り
で
あ
っ

た
。

葬
儀
は
、

長
年
の
友
人
で
も
あ
っ

た
上
田
大
法
師
の
高
竜
寺
で
九
月

十
六
日
行
わ
れ
た
。

函
館
慈
恵
院

の
子
供
や
老
人
も
市
民
と
共
に
参

加
し
、

延
々
二
キ
ロ
の
行
列
を
つ

く
っ

た
と
い
う
程
、

お
う
勢
の
弔

問
客
で
埋
ま
っ

た
。

　　
仲
山
與
七
は
晩
年
に
「

お
れ
は

乞
食
の
親
分
だ
。

金
持
ち
か
ら
金

を
も
ら
っ

て
仲
間
に
わ
け
与
え
る

の
だ
」

と
、

な
り
ふ
り
か
ま
わ
ず

に
募
金
を
し
て
歩
き
、

そ
の
弱
者

救
済
ひ
と
筋
の
道
を
ま
っ

し
ぐ
ら

に
進
ん
だ
人
で
あ
っ

た
。

　　
孤
児
か
ら
身
を
お
こ
し
て
車
夫

と
な
り
、

自
ら
を
律
し
て
不
幸
な

人
々
の
た
め
に
社
会
事
業
を
志
し

て
、

そ
の
生
涯
を
そ
の
道
に
捧
げ

た
人
で
あ
っ

た
。

　
さ
て
函
館
無
料
宿
泊
所
は
大
正

六
年
九
月
に
財
団
法
人
設
立
の
許

可
を
得
、

仲
山
が
理
事
長
と
な
り

同
年
以
降
函
館
市
の
補
助
金
の
交

付
を
受
け
、

大
正
十
年
に
定
員
五

十
人
に
増
築
、

同
年
以
降
宮
内
省

御
下
賜
金
、

内
務
省
奨
励
金
を
受

け
る
に
い
た
っ

た
。

ま
た
大
正
十

年
六
月
職
業
紹
介
法
の
公
布
に
基

づ
き
職
業
紹
介
所
を
付
設
し
た
。

（

後
略
）
」
（

文
中
敬
称
略
）

　
初
代
理
事
長
・
仲
山
與
七
氏
遭

難
後
、

残
さ
れ
た
職
員
は
事
業
継

続
の
た
め
一
生
懸
命
働
き
、

そ
の

意
思
は
、

二
代
目
理
事
長
・
滝
川

周
作
氏
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
く
の

で
あ
る
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
〜

続
く
〜

ー

た
い
れ
い
ま
る
ー

注）大禮丸遭難
　　月　日：大正13年7月27日午後8時頃
　　場　所：宗谷海峡・樺太・西能登呂岬頭
　　　　　　「二丈岩」附近
　　遭難者：乗客・乗組員合せて170余名



金　　額 金　　額 金　　額 金　　額
16,329 0 210 0

0 0 0
16,014 0 0 0

0 0 0
0 0 0 0
0 0 0
0 0 0 650
0 0 0 650
0 0 0
0 0 0 354
0 0 0

315 0 0 354
0 0 0

0 24
152,887 0 48 24
97,841 0 0

0 0 17 0
34,574 5

0 0 140 0
0 0
0 152,887 0 0

20,472 108,005 0
44,882 0

0
0 0
0 18
0 18
0 0

315
16,329 315
15,843 0
486 543

485
169,216

169,216 169,216 1,028 1,028

金　　額 金　　額 金　　額 金　　額
18,140 14,316 178,182 274,619
33 14,316 78,916 192,686

17,662 0 54,355 81,933
0 0 4,292
0 0 16,708 7
0 0 1,963 7
0 0 1,432 0
0 0 2,450
0 458 0
0 78,000 74 0

　10未収金 445 53,000 363
0 25,000 356 633

0 26 633
43

117,594 3,222 0
39,594 1,054

0 9,079 0
78,000 3,391

92,316 89,149 0
46,975

39,594 2,674 6,279
39,594 6,876 6,279

7,762
3,824 3,913 0
2,971 4,038
853 4,527

5,319
4,312
471
2,282
354

13,000
280,685

43,418 853

135,734 135,734 281,538 281,538

純財産合計（Ｂ）

　02当期繰越金

　01運用財産基金

７２繰越金
　01前期繰越金

負債合計（Ａ）

７１運用財産基金

　06本部会計借入金
　07その他流動負債

６２引当金
　01人件費引当金
　02修繕引当金
　03備品等購入引当金

　01固定資産物品
　02投資有価証券

５２固定資産

　03その他固定資産

小　計（Ａ）

　06前渡金
　07前払費用
　08貸付金
　09本部会計貸付金

　11その他流動資産

　17雑費

繰入金収入

８５当期繰越金（Ｂ）

　02特別会計
繰入金収入

９６雑収入
　01雑収入

９７引当金戻入

　10修繕費

８３01本部会計繰入金支出

８４01人件費引当金繰入

３６積立金繰入

　18雑費
８２事業費支出

３７当期繰越金（Ｂ）

　15役務費

　11燃料費

　01給食費

８１事務費支出

　12会議費

９１措置費収入
　01事務費収入
　02事業費収入

９２補助金収入
　01都道府県補助金収入

　01寄附金収入

科　　　　目

合　　　　計

（単位千円）

　
９５繰入金収入

　02市町村補助金収入

　
９３利用者負担金
　01利用者負担金

施設会計収支計算書

　01職員俸給

　01本部会計

　

９４寄附金収入

　01特別会計繰入金収入

　02施設会計繰入金収入

４４雑収入

４５引当金戻入

４１補助金収入
　01地方公共団体

　02公益事業

　01寄附金収入

補助金収入

　02特定引当金繰入
３５固定資産取得費

４３繰入金収入

４７積立金戻入

小　計（Ａ）

４６設備資金借入金収入

　12光熱水費
　13燃料費
　14会議費
　15修繕費
　16役務費
　17借料損料
　18雑費

　01雑収入

　04賃金
　05法定福利費
　06厚生経費

補助金収入

４２寄附金収入
 　07退職給与及引当金繰入

　09一般物品費
　10固定資産物品費

純財産合計（Ｂ）

３１事務費支出
　01役員報酬
　02職員俸給
　03職員諸手当

　02特別会計繰入金支出

　01固定資産取得費

３４雑支出
　01雑支出

２３繰越金
　01前期繰越金
　02当期繰越金

２２積立金
　01建設積立金
　02固定負債積立金
　03その他の積立金

　01基本財産基金

　05仮払金

６１流動負債
　01未払金
　02未払費用
　03仮受金
　04預り金
　05前受収益

　02運用財産基金

　02特定引当金

負債合計（Ａ）

２１基金

　01設備資金借入金

１３引当金
　01退職給与引当金

１１流動負債
　01経常資金借入金
　02未払金
　03未払費用
　04仮受金
　05預り金

　06投資有価証券
　07その他固定資産

　02固定資産物品
　03土地
　04建設仮勘定
　05権利

　01現金
　02預金
　03有価証券
　04立替金
　05仮払金
　06前渡金

　04立替金

０２固定資産

科　　　　目

施設会計貸借対照表

（Ａ）＋（Ｂ） （Ａ）＋（Ｂ）

　13修繕費

科　　　　目

　16借料損料
　17各所修繕費

　03被服費
　04教養娯楽費

５１流動資産
　01現金
　02預金

科　　　　目

資産合計 負債・純財産合計 合　　　　計

　03有価証券

　02保健衛生費

　05日用品費
　06本人支給金
　07光熱水費
　08燃料費
　09器具什器費

合　　　　計

　02職員諸手当
　03賃金
　04法定福利費
　05厚生経費
　06旅費
　07一般物品費
　08固定資産物品費
　09印刷製本費
　10光熱水費

資産合計 負債・純財産合計
（Ａ）＋（Ｂ）

合　　　　計
（Ａ）＋（Ｂ）

科　　　　目 科　　　　目 科　　　　目 科　　　　目

　09その他流動負債

１２固定負債

（単位千円）本部会計収支計算書本部会計貸借対照表
借　　　　　　方 貸　　　　　　方 借　　　　　　方 貸　　　　　　方

（単位千円）

　06前受収益
　07施設会計借入金
　08特別会計借入金

　01施設会計繰入金支出

　11印刷製本費

３２元利償還金

　02利子

　01設備資金借入金償還金

３３繰入金支出

０１流動資産

　08旅費
　07前払費用
　08貸付金
　09施設会計貸付金
　10特別会計貸付金
　11未収金
　12その他流動資産

　01建物

（単位千円）

貸　　　　　　方借　　　　　　方 貸　　　　　　方借　　　　　　方

⑥



17,662

注）決算報告書並びに事業報告書の詳細につきましては、当施設備え付けの閲覧資料をご覧下さい。

平成13年3月31日現在

未払金
事務費未払    4,413

92,316

・年間措置人員　1,232名（延べ） ・平均年齢　６６.０８歳　（最年少　３７歳、最高年　８９歳）

1036 2 2 0

入所者措置状況

資産合計

14,316

引当金 78,000
（施設会計）

0 51

69 6 3 1 1 1 8 4

3 4 0 1

1 0 52

29 3 3 1 1 1 5

3 1 2 2男

女

計
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平成１３年３月３１日現在

土　地

運用財産 建　物

他

（単位千円）

資　産

基本財産 建　物 詳細は閲覧資料による 73,431

詳細は閲覧資料による 34,574

計 108,005

詳細は閲覧資料による 24,410

固定資産物品 詳細は閲覧資料による 39,594

現　金 33（施設会計）

33,676

詳細は閲覧資料による 98,472

（本部会計） 郵便貯金    16,014
預　金

銀行預金     10,300（施設会計）
郵便貯金       7,362

計

760
（本部会計） 繰入金収入     315

雑収入           343

315

未収金

計
（施設会計）

計

措置費収入      95
計 445

補助金収入        7

負　債
人件費引当金53,000
修繕引当金   25,000

196,945

304,950

事業費未払    8,259
（施設会計）

預り金未払    1,248
措置費未払        81
繰入金未払      315

計 14,316

212,634

負債合計

正味資産額

⑦

５月
お花見会バス旅行
臥床者市内観光

６月
開所記念祝賀会
臥床者市内観光

フットベースボール大会
7月

七夕祭り花火大会
盂蘭盆法要
お盆参り
B班一泊旅行

8月
盆踊り大会
ﾃﾞﾊﾟｰﾄｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ

9月
お彼岸参り

救護施設合同運動会
長寿会（敬老祝賀会）

１０月
臥床者市内観光
観楓会バス旅行
C班一泊旅行
１１月

A班二泊旅行
誕生会
１２月

ｸﾘｽﾏｽﾊﾟｰﾃｨｰ
餅つき大会
年越し祝賀会

１月
新春お楽しみゲーム大会
新春お楽しみ演芸大会
書き初め大会

２月
節分豆まき
ﾃﾞﾊﾟｰﾄｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ

３月
ひな祭り
模擬店
彼岸参り

人情芝居観劇
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⑧

４月
利用者健康診断
避難訓練
５月

お花見バス旅行
結核検診（Ｘ線）
臥床者市内外観光

６月
開所記念祝賀会
臥床者市内外観光
消火避難訓練

フットベースボール大会
リフレッシュドライブ

７月
七夕祭（花火大会）
盂蘭盆法要

デパートショッピング
二泊旅行（A班）
リフレッシュドライブ

１２月
クリスマス・パーティー

餅つき大会
年越し祝賀会

１月
新春お楽しみゲーム大会
新春お楽しみ演芸大会

書初め大会
冬季避難訓練

２月
節分祭(豆まき)
冬季スポーツ大会
デパートショッピング

３月
ひな祭り

お楽しみ模擬店
冬季総合避難訓練

８月
盆踊り大会

臥床者野外昼食会
一泊旅行（C班）
リフレッシュドライブ

９月
お彼岸参り

一泊旅行会（B班）
長寿会(敬老祝賀会)
リフレッシュドライブ

１０月
救護施設合同運動会
臥床者市内外観光
観楓会バス旅行
総合避難訓練

リフレッシュドライブ
１１月

文化祭(作品展示会)
利用者健康診断
リフレッシュドライブ
誕生祝賀会

　今年も「暑い夏」、そし
て「熱い夏」がやって来ま
した。
当施設でも「七夕祭り花火
大会」「盆踊り仮装大会」
等の、夏色全開の行事を予
定しております。
　今年の夏も利用者の方々
に素敵な思い出をイッパイ
増やしてもらえる様、頑張
って行きたいと思います。
　
　　　　　　（編集長）

　
　　この度、正面玄関ひさし改修工事が
　竣工致しました。（通路部分には滑り
　止め塗装を施しております。）
　　特に、正面玄関は来客ばかりでなく、
　降雨・雪時には、入所者の皆さんが通
　院車輌の乗降にも利用されております
　ので、安全・安心の確保も出来たと思
　います。
　　ちなみに、
　北国特有の
「屋根の雪落
　し」も楽に
　なりました。
　
（施設長談）

編 集 後
記

　
　
広
報
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お
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す
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